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別紙２ 

 

プレゼンテーション大会参加者の募集について 
 

 

１ プレゼンテーション大会の概要 

 (1) テーマ 各参加者が自由に設定してエントリーしていただきます。 

(2) 全体人数 10～15人 

(3) 開催までの流れ等の概要 

○ お申込み状況をもとに、当日の時間割を 9月 15日（木）に発表します。その後、一般参加

の皆様の聴講エントリーの状況を踏まえ、会場となる会議室を調整します。 

○ １コマはトータル 15分（うちプレゼン時間は 10分、会場との質疑応答 5分）とさせてい

ただきます。 

○ 基本は Microsoft 社の Power Point スライドを使用した発表としますが、資料の配付によ

る説明、登壇しての実演等でも可です。 

○ 持ち時間の範囲内であれば 1団体において複数の方の登壇も可です。 

(4) 全体のコマ数 最大 15コマ（最大 5コマ×3会場） 

２ 応募要件 

ゲームの活用や連携あるいはゲームの考え方を取り入れたこれまでにない工夫によって地域活

性化の取組を進めている事例やユニークな政策、地域活性化に資するデジタルコンテンツ製品や

サービスに関する紹介や連携の提案など、本フォーラムの趣旨に合致すると考えられる発表であ

ればテーマ、内容等に関する条件はありません。ただし、次の点につきましてご了承をお願いし

ます。 

ア 地域活性化と関係のない単なる自社製品の PR、ゲームと関連のない単なる地域 PRと思われ

る場合は、事務局と協議したうえで登壇をご遠慮いただく場合があります。 

イ 自説の主張、純粋な学術発表など参加者にとっての有益性が疑わしいと思料される内容の発

表は、事務局の判断でご遠慮いただく場合があります。 

３ 募集テーマ数 

10件程度 ※事務局から個別に参加勧誘を行うものもあるため、全体枠数数より少ないです。 

４ 経費負担 

申し訳ございませんが、事務局からの旅費等の経費負担はございません。 

５ 応募手続き 

(1) 希望される方は、別添応募用紙様式 2をご使用のうえ必要事項を記入し、事務局あてメール

添付、又はファックスにてお申込みをお願いします。 

(2) 応募者が募集件数を超えた場合は、取組み内容の重複度合い、地域の近接性、取組みの時期

などから本事業の開催効果を勘案し、事務局にて決定させていただきますのでご了承くださる

ようお願いします。 

なお、選に漏れた方が出た場合につきましては、ご希望の有無を踏まえ、一般参加枠を優先

確保いたします。 

６ 締切 

平成 28年 8月 5日（金）必着 
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別紙様式２ 

プレゼンテーション大会登壇応募用紙 

 応募日 平成 年 月 日 

項目 内容 備考 

団体名 例：○○県○○市  

所在地 例：○○県○○市○○丁目○－○  

登壇者の方の

職、氏名 

例：○○市観光商工部観光政策課 課長 

 ○○ ○○ 

 

テーマ ○○市における、スマホゲーム「▲▲」との提携について 

（注：この表現をそのままプログラム等でも使用します。） 

 

発表要旨 発表したい内容について 200 字以内で簡潔に記載してください。 

（注：この記載内容はそのままプログラム等で使用します。） 

また、関連する既存資料があれば、参考までに一緒に送付くださると幸

いです。 

 

発表に当たって

使用する資料の

有無 

パワーポイントのスライドによる事例発表を行うかどうか。 

会場配付する資料があるかどうか。 

（パワーポイントを使用する場合、事務局ではスライドを印刷して会場

配付することはいたしませんが、パンフレットなど配布したいものがあれ

ば、事前送付または持参をお願いします。） 

 

随行される方の

職、氏名 

随行、同行する方がある場合は、全員分のご所属とご氏名を記載くだ

さい。一括受付いたします。 

 

他のプレゼンテー

ション聴講の希

望の有無 

希望あり、又はなしの旨記載下さい。希望ありの場合は、9 月 15 日

以降、どのプレゼンをお聞きになりたいか確認を行います。 

 

交流会の参加の

希望の有無 

希望する方のお名前をあらためて記載願います。  

その他連絡事項 特に事務局にお伝えしたいことがあれば記載ください。  

担当者の職、氏

名、連絡先 

例：○○市観光商工部観光政策課 主事 ○○ ○○ 

  電話：0123-45-7890 メール：abcd.efg@hijk.lmn.jp 

（注：電話番号およびメールアドレスは必須です。） 

 

注）団体名、登壇者の方の職・氏名およびテーマと発表要旨については、記載されたものをそのままプログラム等で

使用します。一般参加の方はこれを判断材料としてどのプレゼンを聴くかエントリーすることとなりますので、テーマと

発表要旨については、適宜惹きつける工夫などをされると良いと思います。 

 

 


